
■未来の作り方■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 350号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：みんなの家シンポジウムのご案内 

 

２０１１年に発生した東日本大震災に際し、私たち建築家は無力を感じました。 

公共インフラの復興が優先し、被災地域のコミュニティが崩壊していきました。 

そんな中、仮設住宅に移るには、たとえ窮屈でも避難所で寄り添って暮らした仲間たちと別れなければならな

いという声を聴き、せめて人々が集まることができる温かい木造の小屋を作ろうと始まったのが「みんなの家」

です。 

・ 

最初の「みんなの家」は、くまもとアートポリス事業の一環として仙台市宮城野区の福田町南１丁目公園の仮

設住宅群の中に、震災から 7ヶ月後の 2011 年 10月に完成しました。 

６月～７月にかけて仮設住宅に住み始めたばかりの住民達と建築家が、現地で何度も話し合いを重ねて設計案

がまとまると、熊本県からプレカットされた木材が仙台の現場に運び込まれました。 

この 12 坪の小さな家のために屋根材、ガラス、畳からビスまで、様々な材料が多くの人の厚意によって提供さ

れ、職人や学生、ボランティアの方々が壁を塗ったり、家具を作ったりといった作業にあたりました。 

また、花壇や座布団は住民達の手によるものです。 

・ 

この時のことを「みんなの家」の発起人であり、設計をした伊東豊雄はこう述べています。 

「われわれは設計者でありながら住民であり、住民もまた住民でありながらつくる人たり得た。 

束の間の、しかし感動的な瞬間をわれわれは味わうことができたのだ」と。 

これをきっかけに、建築家たちは敷地を探し、利用者を募り、願いを聞きながら間取りを考え、資金を集め、

施工者の協力を募り、多くのボランティアにお手伝いいただきながら、17 軒のみんなの家を作りました。 

与えられた課題に答えるのでなく、それを使い、それを作るみんなと共にそこに生きる市民として、建築家の



役割に目覚めました。 

・ 

そしてまた、後に自ら被災地となった熊本県では、この時の経験がそのまま生かされ、２０１２年７月に発生

した熊本広域水害の際に 2 棟が整備されました。 

２０１６年４月に発生した熊本地震では、県知事の主導のもと公共の資金（一部財団や民間の寄金）により、

約 100 棟の「みんなの家」が木造でつくられました。 

内訳としては、仮設団地開設時に建設される「規格型みんなの家」が 76 棟、大規模仮設団地の住民や運営者と

意見交換しながら設計を進める「本格型みんなの家」が 8 棟、日本財団の資金提供により 20 戸未満の小規模団

地につくられる「みんなの家」が 11 棟、同じく財団の支援で被災した公民館を再建する「公民館型みんなの家」

10棟の整備も進んでいます。 

また、現在計画が進んでいる災害公営住宅内にも「みんなの家」がつくられています。 

・ 

私たちは今、行政主導による公共施設の建設を、建築家が担うという構図に大きな疑問を抱いています。 

地域社会を担うべきは市民自身であり、建築家と行政の役割は、この市民の取組を双方から支援することでは

ないでしょうか。 

そこでこの度、熊本県と仙台市をつなぎ、下記のシンポジウムを開催することにいたしました。 

・ 

みんなの家シンポジウム「みんなの家って何だろう」 

２０２２年１月２３日(日) 14時～17 時 

オンラインにてご参加いただけます。 

申込はこちらから 

http://www.home-for-all.org/blog/2021/5/11/hfa-symposium-on-1232022 

皆さんのご参加を、心からお待ちしております。 

・ 

ご不明な点につきましては、何なりとお問い合わせください。 

特定非営利活動法人HOME-FOR-ALL 

理事長 伊東豊雄 

お問い合わせは、事務局長 松村拓也まで 

e-mail matsumura@home-for-all.org 

phone 090-9830-3669 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：未来の作り方  

 

昨年末の１２月２９日、ようやく「地主の学校」が我が家に届けられた。 

この本は自身初の自費出版書籍で、２月１日の発行を予定している。 

それまでの間、手元に届いた１００冊を持って、これまでお世話になった方たちを訪ね、報告のご挨拶をした

いと思う。 

だがこの本は、これまでやってきたことをまとめたのでなく、これからやりたいことをギュウギュウに詰め込

んだ一冊だ。 

だから、「はじめに」から「あとがき」に向かうのでなく、「これまで」から始めて「これから」で終わる本に



した。 

おりしも、年末年始とは「1 年の終わりと始まり」を意味している。 

そこで今日は、年末年始に見た映画やテレビから、「終わりと始まり」について考えたい。 

・ 

年末のテレビは、今年を振り返り、総括する番組が並んでいる。 

パンデミック、東京オリパラ、衆議院総選挙、藤井４冠など、様々なビッグニュースがある中で、ダントツの

トップニュースが「大谷翔平」の活躍だ。 

全米から喝さいを浴びた昨年の大活躍はもちろんのこと、2018 年の渡米からケガを克服して成長したプロセス

や、大谷を育てた日本ハムや花巻東高校時代のエピソードにとどまらず、大谷に野球を通じて「一生懸命生き

ること」を叩き込んだ父親の生きざまに至るまで、数えきれない番組が作られた。 

そして、すべてに共通しているのが、今年の評価や賞賛に終わらないことだ。 

大谷はすでに、今年の成績を「偶然でなく実現」と認識し、来年に向けた「最低限の予定」と位置付けている。 

オールスターやMVPなどの「成功」に対しては素直に喜ぶだけ。 

むしろ、ケガなどの失敗や、敬遠などの困難にこそ、新たな課題を見つけて成長の糧にしている。 

大谷の眼は、周囲の景色でなく自分の未来を見つめている。 

・ 

映画では、ついに「マトリックス・レザレクションズ」が封切られた。 

第１作の「マトリックス」が封切られた１９９９年は、僕にとっても会社倒産を経験した衝撃の年だった。 

そして、２作目、３作目を進むにつれて物語はより深く、複雑に展開した。 

だが、３部作は主人公ネオの壮絶な死で幕を閉じ、続編ができるなど僕には想像もできなかった。 

ところが、一昨年あたりから映画製作の話題を耳にするようになるにつれ、ずっと気になっていた。 

ネタバレになるので内容には触れないが、「レザレクション」というタイトルこそが、主題であり結論だ。 

そもそも復活や再生は、キリストに代表される宗教の概念だ。 

だが、科学や情報を駆使する機械が支配する未来の世界が、これほど俗人的な概念で描かれることが興味深い。 

確かに、人類もしくは生命が存在しない未来など、考える気にもなれない。 

・ 

年明けのテレビは、正月にしかやらないイベントやバラエティの目白押しだが、僕が楽しみにしていたのは綾

瀬はるかの「義母と娘のブルース」だ。 

一昨年の「２０２０年謹賀新年スペシャル」で初めて見た後、その２年前に放映された連続ドラマをまとめて

見たのだが、「スペシャル」の思わせぶりの結末が気になって、ずっと続編の放映を待っていた。 

そしてついに、今年のスペシャルとして続編が放映されることになり、昨夜釘付けで見てしまった。 

こちらは、死んだはずの元夫と瓜二つの男が悪役として登場する。 

流石にマトリックスのようなとんでもない展開にはならないが、ささやかな奇跡が起こり新たな展開に続いて

いく。 

そしてもちろん、この番組も続編の予定はないが、何かが始まるところで番組は終了する。 

・ 

こうして僕は、この年末年始を「終わりと始まり」の中で暮らしている。 

元日に集まった家族たちにもこんな話をしながら「地主の学校」を手渡した。 

すると、上の息子から「おやじ、三体はもう見た？」と尋ねられた。 

『三体』（さんたい）は、中華人民共和国の SF作家劉慈欣による長編 SF小説で、２００６年中国の SF雑誌で

連載され、２００８年に単行本が出版された「地球往事」三部作の第一作だ。 

すでに中国において最も人気のある SF 小説の一つとされており、オバマ前大統領など世界の著名人が賞賛する。 



２０１９年時点で全世界累計発行部数は２９００万部を記録し、２０か国以上の言語で翻訳されているという。 

この本が描くのは、三体星人が４５０年後に地球にやってきて、人類を滅ぼすことが確定するというシナリオ

だ。 

つまり、４５０年先の未来に向け、人類はこれから何をするべきかを語っている。 

僕はこの話を聞いて、真剣に未来を作ろうと決意した。 

そして誰とでも、未来について語り合いたいと思った。 

 

https://nanoni.co.jp/20220103/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）01/04 なのに（自宅）作業日 

 交流〇：22-23時 オンライン談話室（zoom） 

（水）01/05 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：10-17 時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

（木）01/06 なのに（自宅）作業日 

会議×：18-21 時 LR新年MTG（笑恵館・zoom） 

 交流〇：22-23時 オンライン談話室（zoom） 

（金）01/07 なのに（自宅）作業日 

会議×：01/07 神奈川県観光 PJT（横浜） 

会議×：01/07 臨海･･･実現する会（反町） 

（土）01/08 笑恵館（世田谷）作業日 

交流◎：09-17 時 よろず相談会（笑恵館） 

交流〇：19-21 時  AZ51オンライン新年会作戦会議（zoom） 

 交流〇：22-23時 オンライン談話室（zoom） 

（日）01/09 なのに（自宅）作業日 

会議×：10-12 時 NPO法人 100Smiles設立総会（菊名） 

交流〇：15-19 時 AZ51 オンライン新年会（反町） 

会食×：19-22 時 横浜 79 団新年会（大倉山） 

（月）01/10 なのに（自宅）作業日 

会議×：21-23 時 京島まつむら塾（zoom） 

 

■定例の予定 

毎週火木土 22-23 時 〇オンライン談話室（zoom） 

毎週月曜日 21-23 時 〇京島 MTG（zoom） 

毎週火曜日 10-17 時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週土曜日 09-17 時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１土曜日 10-11時 ×100smile 会議（zoom） 



第２火曜日 08-10 時 ×ＡＲチームMTG（zoom） 

第２木曜日 16-17 時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20 時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

第３木曜日 13-18 時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

第３木曜日 18-20 時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 20-21 時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第４金曜日 10-12 時 ×京島まつむら塾（zoom） 

第４日曜日 10-14 時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

会議×：01/11 UST見学会（駒場） 

会議×：01/14 HFA定例会（渋谷） 

交流〇：01/23 みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・zoom） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


